


























2023年8月19日(土)　ベトナム子ども基金通信第82号

- 14 -

回目をいただいたのは、12年生

にもうすぐなるところです。12

年間の勉強成果が決まる1年で

す。私は内向的で、一人でする

ことが好きで、知らない人とあ

まり話しません。知り合いとは

たくさん話します。私はコンピ

ュータ修理がとても好きなの

で、まずはコミュニケーション

力を身につけ、より外交的で主

体的になれるよう努力します。

家族の経済力を考えて、高校卒

業したらコンピュータ修理関係

の専門学校に入りたいと思って

います。ソサエティ4.0と言われ

る時代の今、機器もレベルアッ

プされており、自分の選択した

職業では必ずプロになる必要が

あると思います。自分が選んだ

この職業が好きなので、より励

んで努力します。奨学金を自分

だけでなく、これまでもたくさ

んの先輩学生に与えてくださっ

て、本当にありがとうございま

す。皆さまには、これからも私

と同じように困難な状況の人々

への支援を続けていただきたい

です。奨学金のおかげで学校で

の楽しみが増えました。あらた

めて皆さまへの感謝の気持ちを

表し、ご健康をお祈りします。

　KODOMO KIKINの皆様、本当に

いつもありがとうございます。

　里子のDuong君が結婚することを知ったのは、

結婚式の約1ヶ月前でした。久しぶりに受信した

英語でのメッセージは、いつもの何気ない近況の

共有に始まり、「彼女できた？」の、私の不躾な

質問に彼はこう答えました。「僕を支援してくれ

たことに改めて感謝を伝えたいです。初めて会っ

た時、僕はまだ少年でした。そして今、成長して

仕事をしています。…そして結婚します！（原

文：英語）」

 彼はよくお手紙を書いてくれる少年でした。学

校のこと、生活のこと、夢のことなど、いつも自

分の気持ちを素直に伝えてくれました。両親を亡

くし、歳の離れたお姉さん夫婦と暮らしていまし

たが、お姉さんに負担をかけているのではない

か、学費が納められなくて学校から呼び出される

のではないかと、いつも何かを心配している子ど

もでした。東日本大震災の時も東京に暮らす私を

気遣いすぐに手紙をくれました。母国語が違う私

たちは、ボランティアの方による翻訳の協力がな

ければ、意思の疎通を図る事が出来ませんでした

が、彼が大学生になる頃から、お互いの勉強のた

めにも英語でコミュニケーションをとることを提

案しました。言い出しっぺである私の英語力の向

上は遅々たるものでしたが、彼の英語力はグング

ンと伸び、今ではシンガポールに本社を構える企

業のシステムエンジニアとして英語で日常業務を

行うまでになりました。

 結婚式はハノイから南東に車で一時間ほどのと

ころにある彼の故郷で執り行われました。あいに

くの雨模様の中、彼の実家と隣家の庭を借り、い

くつものテントが張られてたくさんのテーブルや

椅子が白いレースで飾られていました。親戚や同

僚、近所の方達がドレスや比較的ラフな装いで集

まっており、27年前にホーチミンで誂えたアオザ

イをまとった私はどこかチグハグな気がして気恥

ずかしさがありました。彼のお姉さんは私の手を

引いて改築された家の中を案内してくれました。

13年前に訪問した時は、屋根から所々光が差し込

み、床には雨漏れを受けるバケツや洗面器が置い

てありました。それらは跡形もなく綺麗に修繕さ

れ、赤やピンクの風船で埋め尽くされた新婚の二

人の為の部屋が用意されていました。

 いよいよ新郎新婦が登場する時、少し離れたと

ころでカメラを構える私に気づいた彼は、中腰で

花嫁さんのドレスの裾を気遣いながら「あっ！」

里子の結婚里子の結婚

最初の訪問で

ハノイ北西部マイチャウ
（本文とは関係ありません）
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という表情で小さく手を振ってくれました。脳

がビリビリするほどの音量で音楽が流れ、親戚や

同僚の方々の挨拶、熱唱と続き、お姉さんから花

嫁さんへ贈り物の贈呈がありました。気丈に振る

舞いながらも少し涙ぐまれたお姉さんを見た時、

私の涙腺は崩壊してしまいました。お母様が亡く

なられた後、産まれたばかりの赤ちゃんを抱えた

新婚のお姉さんにとって、まだ中学生になったば

かりの弟の生活を守っていくことがどれだ

け不安で大変だったことか。「僕は孤児に

なってしまった。」と不安を募らせていた

彼自身はもちろんのこと、お姉さんの事も

常に気がかりでした。華やかな結婚式を迎

え、弟の素敵な花嫁さんを前にしたお姉さ

んの心中は、だれにも想像できないでしょ

う。

　新郎新婦がテーブルに挨拶に来られ、彼

が「僕が少年だった頃から大学を卒業する

までずっと姉と僕を助けてくれて…」と挨

拶を始めるや私の涙腺は再び崩壊してしま

いました。私の中ではいつまでたっても

“小さな甥っ子の手を引いて田んぼに行

き、カモの餌にするためのタニシを捕る少年

“だった彼が、今、両手を膝にのせ真正面を向い

て畏まって感謝のことばを述べているのです。花

嫁さんが差し出してくれた紙ナプキンで止まらな

い涙を拭うも、気持ちが昂りすぎてその先の彼の

挨拶は全く耳に入ってこず、なんとも惜しい締め

くくりとなってしまいました。

 今回で里子の訪問は４回目でしたが、これまで

彼らがどれだけ私の人生を豊かにしてくれたか

に、改めて気づかされる機会になりました。支え

ているつもりでしたが、私は、心をホッコリさせ

てくれる愛を与えられ続けていました。

　小雨が降る中、傘もまともにささずにタクシー

まで見送りについてきてくれる彼を見て、初めて

訪問した時もいつまでもタクシーを追いかけて見

送ってくれた小さな彼の姿が蘇りました。あっと

いう間に大人になってしまったけれど、ツムジの

寝癖とナナメになった蝶ネクタイが旅立ちの淋し

さを埋めてくれました。彼のメガネは湿気で曇っ

ていましたが、幼い頃の面影を残した穏やかな希

望に満ちた笑顔はとても眩しかったです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　西野由美

里子の結婚

Duong君と西野さん、二度目の訪問で

二人の大学卒業祝いで。左は同じく西野さんの
里子だったタムさん。現在は医者になりました。
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